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研究成果の概要（和文）：私たちは、この研究活動の実践活動を通して、子どもたちの作品や活動の画像と映像
をデータベースで共有することにより、様々な教育的な可能性を探求した。また、これを基にカンファレンスを
開き、この活動の可能性と課題について様々な方向から検討を行った。その一方、データの活用については限定
的な範囲にとどまった。また、公教育と社会教育をどのような視点で繋げるべきか、といった課題も浮き上がっ
てきた。そのうえで、研究活動報告書「たからばこ作戦」を刊行した。

研究成果の概要（英文）：Through practice of research activities, we have been exploring various 
possibilities of education by sharing pictures and images of children's works and activities as 
databases. We also held a conference based on this practice and examined the possibilities and 
issues of this activity from various directions. On the other hand, the use of data was remained to 
a limited range. In addition, the question of what viewpoint should be involved between public 
education and social education emerges. We also published a research activity report "Takarabako 
Sakusen".

研究分野：美術

キーワード： 図画工作データベース

  ３版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 代表者は平成 22 年度に『子どもたちの作
品に関する研究－作品データベースの整備
－』を行った。当初は作品データベースを構
築することが主な目的であったが、その過程
でコミュニケーションや感性等に関わる
様々な教育的可能性がある事を確認した。一
方、市販のデータベースソフトの限界や、著
作権に関わる啓蒙活動が特に重要となる事
などの課題も明らかになった。この研究結果
から「図工・美術」と「情報教育」の研究者
が連携することにより、課題を解決し、デー
タベースを用いた活動が児童のイメージす
る世界を広げるなど、今日求められる能力の
育成に有効であり、様々な教育的可能性を確
認すべく平成 24 年度より学内の競争的研究
資金を得て基礎的な研究を始めた。“地域に
暮らす子どもたち”と他の“地域の子どもた
ち”を繋ぐ、といった発想から、山梨県都留
市立旭小学校（以下、旭小学校）と兵庫県の
造形教室「こどもアトリエ（以下、こどもア
トリエ）」をフィールドとして活動してきた。 
 
２．研究の目的 
本研究活動の目的は、図画工作を「表現・
鑑賞を通したコミュニケーション活動」とい
う概念で捉えなおし、今日求められる学習環
境を、ICTを活用して整備するとともにその
可能性を探ることである。具体的には①図画
工作の「表現・鑑賞」活動を通して児童の世
界観の広がりについて明らかにすること、②
図画工作における ICT を活用した取り組み
の教育的有用性を探ることである。 

 
３．研究の方法 
実践研究としては表現（作品）をデジタル
データ化（画像・映像）、管理しながらこれ
を参加者が共有、児童の活動を教室から地域、
様々な世代、さらに他の地域や国へとつなぎ、
未来へ向けて蓄積することを目指してデー
タベース「たからばこ（以下、たからばこ）」
を整備・改善、そこにどのような教育的可能
性があるのか、またどのような課題が起こり
うるのか検討した。 
旭小学校とこどもアトリエの２つのフィ
ールドを中心に２年間にわたり収集した作
品データと交換したコメントを使った「作品
集 DVD」などを制作、関係者から意見を聴き
取り、作品や活動のデータを介して繋ぐこと
により、どのような可能性が見えてくるのか
関係者で検討を行った。具体的な研究方法は
以下の通りである。 
・本研究への参加校（旭小学校）・団体（こ
どもアトリエ）との連携関係の構築を行った
うえで活動を開始。 
・教師や指導者へ作品データベースの仕組み
や使用方法を改めて説明、その有用性を検討
した。これと同時に、著作権や個人情報保護
の啓蒙に努めた。 
・これまでの研究成果として作成した専用ソ

フトウェアをベースに、登録するデータの画
像サイズ・解像度等の規格の統一、処理法に
ついて見直して、更に効率的なシステムとし
て再構築した。 
・参加者には、著作権の意義や個人情報の取
り扱いについて、改めて確認を行い、研究基
盤を固めた。このシステム全体はＳＮＳ
(Social Networking Service)として構築し、
ユーザＩＤとパスワードを使った会員制コ
ミュニティとして運用するための啓蒙活動
を行った。 
・参加者の中で知的財産権や著作権について
理解を共有するために、「知的財産権（著作
権）勉強会」を開催した。 
・本活動は SNS を基本として、参加者の中に
閉じた運営を行ってきた。しかし、参加者の
中からデータベースを外部へ公開してほし
いといった要望も高まってきたため、著作権
や知的財産権に関する検討、新たなシステム
（公開サイト）の構築に関する検討を丁寧に
行うため、研究期間を 1年間延長することを
申請した。 
・2 つのフィールドにおける子どもたちの新
しい作品のデジタル化とデータベースへの
登録を行うことと同時に、１年目に作成した
閲覧だけに特化した新ＤＢシステム「たから
ばこ」についても検証を行った。 
・登録データを使った新たな評価とコミュニ
ケーション活動の提案を行うために、それぞ
れのフィールドの作品とお互いのコメント
を使った映像資料「作品集 DVD」を製作した。 
・この評価の試みを通して、より実践的な教
職教育の可能性や、「評価」についての新た
な教育支援について検証した。 
・本活動意義の検証を行うために、子どもた
ちを観察したり、児童にインタビューを行な
った。 
・「『たからばこ作戦』カンファレンス 2017
（平成 29年 11 月 19 日）（以下、カンファレ
ンス）」を開催し、3年間の研究成果と課題を
確認するために関係者が集まり、検討を行っ
た。 
・本研究活動の成果と課題を整理、共有す
るために研究報告書「たからばこ作戦」を作
成した。 
 
４．研究成果 
たからばこ作戦の持つ可能性と課題は以
下の通りである。 
（1）研究環境の構築に関する成果 
本研究活動は、主に旭小学校とこどもアト
リエを中心に研究フィールドを構築してき
た。このように研究フィールドから理解を得
られたことは大きな成果であった。 
知的財産権（著作権）などの社会の動きに
対応しつつ、基本データベースシステム「た
からばこ」の完成と、「公開サイト（註 1）」
を構築することができた。これにより、検索
手順や項目、検索構造など、更に検討すべき
課題があることがわかった。 



当初、「たからばこ」は閉じたシステムで
あり、メンバー以外には閲覧できない設計で
あった。しかし、子どもへのインタビュー（註
2）や様々なニーズからシステムを社会に開
くべきか、検討が続いている。 
著作権について「知的財産権（著作権）勉
強会」を開催することができた。知的財産権
はとても強い権利でありながら理解が流動
的であるため、常に世の中の流れを注視する
必要がある。これに関する事案のほとんどが
“グレーゾーン”にあることから注意が必要
であることが分かった。 
 
（2）活動を通して検討を行った事案 
現在の図画工作の活動では、その過程で
「何を学ぶのか、」「どのように学ぶのか」と
いった、学習者主体の視点で教科観を問われ
ている。こういった意味においても活動の記
録や学びの過程を残すことは重要である。そ
の一方、作品を長期間残しておくことは、学
校の事情や素材、住宅事情により困難である。
こういったことから、たからばこ作戦には
“アーカイブ”としての可能性があることを
確認できた。 
たからばこ作戦では、データの活用例とし
て、「作品 DVD」を作成した。研究期間などの
制約もあり、現段階では、これを十分検証で
きてはいないものの、保護者からは評価され
ていて、作品データが関係者や家族の中で大
切に感じられているといった印象を持って
いる。このように DVD 製作による試みには、
データの活用について一定の成果を感じる
ことができた。 
図画工作は、情操など“心”に関する内容
を担っている。ここで言う「情操」とは、美
術作品や音楽を鑑賞するとき、「情動」のよ
うなはっきりしたものではなく、いくつかの
感情が複合したような状態をいう。更に、作
品の画像や映像を通して過去の自分と対話
し深く理解する、その中で自己肯定感を感じ
られるといった、児童の内面で起こるコミュ
ニケーションにも期待してきた。本研究活動
では、こういった心の動きを「心のコミュニ
ケーション」と捉え提案した。更に、研究分
担者の堤英俊より、教育学の知見から「たか
らばこ作戦」の可能性と課題について考察と
その報告があった。ここでは、「心のコミュ
ニケーション」は、子どもたちの様子を極め
て丁寧に見ていかないと成立しない概念で
実践方法にはまだまだ課題があることを確
認した。 
本研究に於いて、作品は製作過程を思い出
す装置になりうるのではないかと考えてき
た。子どもへのインタビューから、画像・映
像化された自分の作品や他の子どもの作品
に興味を持ったこと、製作していた当時のこ
とを、感情も含めて思い出している様子が確
認できた。子どもたちの心の動きを観察する
ことについて。子どもの心の動きや意識は、
本人以外が完全に知ることはできない。 

しかし、言葉やしぐさを観察することで、
推測できる部分はあるだろう。カンファレン
スでは、子どもの様子を撮影した画像につい
て、その有効性を検討した。更に、表情のあ
る写真は個人情報保護の観点からどのよう
に扱われるべきかといったことにも話は及
んだ。画像の有用性と共に、特殊な事情によ
り、様々な事情を持つ子どもがいることなど
を考えた時、その取り扱いには細心の注意を
払う必要があるなど課題も多いことを確認
した。 
旭小学校は山間部の学校である。全校生徒
は 30 人程度であり、地域の人口も少ない。
多様な人々とつながる経験は、未来を生きて
行くうえで必要となる資質を萌芽させるた
めにも重要な体験である。本活動では、遠く
に住む子どもたちとコメントを交換する中
で、互いに喜ぶ様子が確認された。このよう
に少ない実践ではあるものの、当初、期待し
た「心のコミュニケーション」がみられた。 
研究期間中に新学習指導要領が公示され
た。ここでは、社会に開かれた教育課程をも
とに学習者主体の視点で小学校の活動整理
している。図画工作では自分自身で意味や価
値をつくりだしながら何ができるようにな
るのか、何を学ぶのか、どのように学ぶか、
といったことの重要性が指摘されている。本
研究活動においても活動の過程をみていく
という発想があり、DB 登録の際の項目の一つ
として、“コメント欄”も用意していたが、
現状登録データは作品の画像・映像が中心で
あり過程や活動の様子を記録するデータは
少ない。これらについて今後さらに検討する
必要があることがわかった。 
現在、「社会に開かれた教育課程」の重要
性が確認されている。これは、学校が、地域
の人的・物的資源を活用したり、社会教育と
の連携を図ったり社会、世界とつながりを大
切に考えることである。また、学校の在り方
を不断に探求する文化を形成することも期
待されている。これらを考えるうえで、「た
からばこ作戦」には多くの可能性があること
が確認できた。 
新指導要領では、教育課程において学校が
社会との連携及び協働により教育を実現し
ていくことが述べられている。作品の写真を
見ながら家族や地域などの人々から暖かい
言葉をかけられることは、心の成長や学習の
涵養に大きく資するであろう。「たからばこ
作戦」には“作品を通して子ども達と社会を
つなぐ”といった意味においても可能性があ
ることを確認した。 
過去において、図画工作では技法や方法に
特化された指導法による、いわゆる“見栄え
の良い作品”を目指す指導法もあった。こう
いったデータにより、「たからばこ」におい
て本来図画工作が目指すべき考え方が弱ま
ったり、誤った方向に進んだりする可能性が
ある。データを残すことと、その質をどのよ
うに担保するべきか、改めて検討が必要であ



ることを確認した。 
本研究の基礎的な活動を始めた当初は、技
術的な問題が多くあり、作品も含めて子ども
の活動を画像・映像化しデータベースで整理
し活用するといった例は他にあまりなかっ
た。しかし、同じような発想を持つ人がいた
こと、技術的な課題が解決したことなどから、
類似する活動がみられるようになってきた
と同時に、教師同士が情報や横のつながりを
求めていることも分かった。こういったこと
から、本研究活動の特徴を再度検討し、より
ブラッシュアップする時期にさしかかった
ことを確認した。 
 
（3）今後に向けた可能性と課題 
現在の公教育は変革期にあることから、今
後「たからばこ作戦」を継続するうえで公教
育と社会教育の違いと共通することを明確
化する必要がある。海外では、オープンな学
びの場を公教育とつなぎ、多様な学びの体験
を重視しながら子どもたちを育むこと、いわ
ゆる「学びのデザイン（註 3）」といった発想
があり、日本においても注目が集まり始めて
いる。公教育と社会教育をつなぐという発想
は、少子化やグローバル化、ICT インフラの
整備が進む未来の社会を考えると必然であ
ると考えられる。その一方で我々は、学びの
場の“範囲”を改めて考えるとともに、多様
性を支える“覚悟”や“責任”についても検
討する必要があることがわかった。公教育が
変化していくタイミングで、こういった可能
性と課題に気づいたことは、何より大きな成
果であった。 
「たからばこ作戦」から派生的に見えてき
た可能性として、「たからばこ」自体が子ど
もたちのICTに対する資質の萌芽を促す存在
となりうるのではないか、と考えるようにな
った。これからの時代を生き抜いていくため
には、リテラシーを含め ICT の資質を育てて
おくことが必要不可欠である。「たからばこ
作戦」の中で、ICT にポジティブなイメージ
で自然に接することは、こういった資質を萌
芽するといった可能性があることがわかっ
た。 
本活動は、子どもたちの作品データを共有
することから始めた。そのなかで、「教師同
士と研究者の情報共有」「授業の立案や導入
のための資料」「アーカイブ」「ICT の資質の
萌芽」「鑑賞教育として」「心のコミュニケー
ション」といった可能性が、派生的に表出し
てきた。これらは、活動の目的が見えづらく
なった反面、プラットフォームである「たか
らばこ」が構築されたことにより見え始めた
可能性であり成果として理解できた。 
 まとめとして、「たからばこ作戦」は「た
からばこ」を構築することにより“どのよう
な可能性が生まれるのか見ていこう”という、
挑戦的かつ萌芽的な発想の活動であったこ
とを確認したい。 
その上で、活動の成果として研究フィール

ドとの関係を築くこと、データベースシステ
ム「たからばこ」を構築すること、「心のコ
ミュニケーション」を提案することが出来た。
そして、これまでの活動の振り返りの場とし
てカンファレンスを開催することができた。
ここには関係者に加え、岡田京子先生（文部
科学省）と流石涼子先生（元川崎市小学校校
長、本学非常勤講師）をお招きして本活動の
確認・意見交換・議論を試みた。更に、活動
報告書「たからばこ作戦」を編纂、省察を行
った。 
一方、データを活用するということは十分
できなかった。これは、研究フィールドで関
係者全員に理解を得ることが予測した以上
に困難であったためである。また、公教育と
社会教育をつなぐという発想にはオリジナ
リティーはあるものの更に慎重に進めるべ
きであったのではないか、といった反省もあ
る。 
新指導要領に於いて「社会に開かれた教育
課程」が示された現在、図画工作の活動を社
会の中でどのように開いていくべきか、また
ICT という新しい概念や技術をどのように重
ね合わせるべきか検討する必要があること
を確認した。 
本研究活動の結論としては、「たからばこ」
の有用性を確認できたものの、データの活用
については限定的な範囲にとどまった。その
うえで、様々な可能性や課題を見つけるなど、
多くの学びがあった。 
 
註 
(1) データベース「たからばこ」は会員制の
閉じたサイトである。しかし、活動を広く一
般に説明するために、ダミーデータを使って
公開専用サイト「公開サイト」を開設。 
URL https://takarabako.tsuru.ac.jp/demo  
(2)「たからばこ作戦に関するインタビュー」
17 年 7月 25 日 於：こどもアトリエ 
(3) 大橋香奈＋大橋裕太郎 著『フィンラン
ドで見つけた「学びのデザイン」－豊かな人
生をかたちにする 19 の実践』、フィルムアー
ト社、2011 年を参照 
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